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ヒトの寄
き

生
せ い

虫
ちゅう

も変わる 

 

 皆さんのおじいさんやおばあさんが小学生だった頃、日本でも多くのヒトが寄
き

生
せい

虫
ちゅう

をもっていました。中でも、回
かい

虫
ちゅう

は代表的なヒトの大型寄生虫でした。当時、作物を

栽
さい

培
ばい

するための肥
ひ

料
りょう

として、ヒトの糞
ふん

尿
にょう

を使っていました。糞
ふん

尿
にょう

は土の中で分解さ

れ、窒
ちっ

素
そ

などの養
よう

分
ぶん

となって作物に吸収
きゅうしゅう

され、それをヒトが食べ、養分がヒトと田

畑でうまく循
じゅん

環
かん

していました。 

しかし、ヒトの体内の寄生虫の卵が糞
ふん

にまじって野菜につき、よく洗わずに食べる

と寄生虫の卵が再びヒトの体内に入りました。当時、寄生虫保
ほ

有
ゆ う

者
し ゃ

の割
わ り

合
あ い

は非常に高

いものでした。 

そのほか、はだしで田畑を歩くとズビニ鉤
こ う

虫
ちゅう

やアメリカ鉤
こ う

虫
ちゅう

（ともに「十
じゅう

二
に

指
し

腸
ちょう

虫
ちゅう

」

と呼ばれた）が皮
ひ

膚
ふ

からも進入し、よく火を通さない淡
た ん

水
す い

の魚
ぎ ょ

貝
か い

類
る い

や甲
こ う

殻
か く

類
る い

からは肺
は い

吸
きゅう

虫
ちゅう

や日
にっ

本
ぽん

海
かい

裂
れ っ

頭
と う

条
じょう

虫
ちゅう

なども寄生しました。  

現在の日本では田畑から入る寄生虫は減
へ

りましたが、高
こ う

級
きゅう

な食材が増
ふ

え、生の魚や

イカなどを食べることが多くなったため、それらから線
せん

虫
ちゅう

のアニサキスや旋
せん

尾
び

線
せん

虫
ちゅう

などがヒトの体内に入り、新たな寄生虫が問
もん

題
だい

となっています。また、海外旅行が増

え、外国の寄生虫にかかったり、ペットを飼う人が増え、それからうつる寄生虫もで

てきました。 

 科学博物館には 2階展示室「丘
きゅう

陵
りょう

・人の近くにある自然」に回
かい

虫
ちゅう

や鉤
こう

虫
ちゅう

の標
ひょう

本
ほん

が

あります。また、3月から 5月第 1週にかけて、回虫（写真 1）や日
にっ

本
ぽん

海
かい

裂
れっ

頭
とう

条
じょう

虫
ちゅう

（写

真 2）などを 2階廊
ろう

下
か

で展
てん

示
じ

いたしますのでごらんください。 

（2011年 2月 布村 昇） 

写真 1：回虫。体長は最大 40 cm。 写真 2：日本海裂頭条虫。成虫の体長は最大で 10 mにも達します。 


